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エンジン動力計 / テストベンチ用データ収集ｼｽﾃﾑ
取扱説明書

Dynamo / Bench
Digital Data
Aquisition
System

重要事項

※ご使用前にお読みください。

○　ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄに配線する場合は必ずｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄや動力計
の電源をオフにし、ｺﾝｾﾝﾄ類をはずしてから作業してください。
一部のｽｲｯﾁ付ｺﾝｾﾝﾄではAC電源の片側のみをｵﾌするものがあ

りますので、必ずコンセントをはずして作業してください。

○　万一漏電した際の事故を防ぐため、動力計本体から配線し
てあるｱｰｽｹｰﾌﾞﾙを、建物・設備またはｱｰｽ付ｺﾝｾﾝﾄのｱｰｽに接
続して使用してください。
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「エンジン動力計/テストベンチ用データ収集ｼｽﾃﾑ取り扱い説明書 」

「　はじめに　」

　このたびは、ｴﾝｼﾞﾝ動力計/ﾍﾞﾝﾁ用ﾃﾞｰﾀ収集ｼｽﾃﾑをご選択頂きましてまことにありがとうございました。

このｼｽﾃﾑは測定ﾃﾞｰﾀのﾃﾞｼﾞﾀﾙ化、測定の自動化を目指し開発されたｼｽﾃﾑです。ﾃﾞｰﾀはｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ
に接続したﾊﾟｿｺﾝで表示、ﾌｧｲﾙ保存、印刷することが可能であり、他の表計算ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝなどで利用でき
るようにCSVﾌｧｲﾙに保存することが可能です。

「　注意事項を守って正しくお使いください　」

　本ｼｽﾃﾑの取り扱いに関しては、まずはじめに次頁の注意事項次頁の注意事項をお読みになって、内容を遵守した上で
行っていただきますようお願い申し上げます。

「　お問い合わせ等　」

　なお、本ｼｽﾃﾑの取り扱い上のご質問や、不明な点がございましたら下記連絡先までお問い合わせくだ
さい。また、使用上お気づきになられた点などもお知らせくだされば、今後の開発の参考にさせていただ
きたいと思いますので、何卒ご協力のほどをお願い申し上げます。
　

<お問い合わせ先>

FCデザイン
〒735-0006　広島県安芸郡府中町本町2-1-48
Tel：(082)287-0211　
Fax：(082)287-0212　
Mail：in fo@ fc-design.com

Copyright (C ) fc-design 2001-2003
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「 使用上のご注意および使用権承諾（まずはじめにお読みください） 」

ご使用前に、本取り扱い説明書をお読み頂き、正しい使い方をしていただきますようお願いいたします。

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄは防水性能をもっておりません。設置に際しては直接雨滴などがかからない場所への設置を
お願いいたします。 また、極端に高温になるの場所への設置はお避けください。

高圧電源の近傍や、静電気の多発する場所には設置しないようにして下さい。
ﾉｲｽﾞや電気ｼｮｯｸ等の影響で、測定不良や装置の破壊を招く恐れがあります

危険ですので、ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄの分解は行わないでください。また、通電状態で接続端子部へ触れないように
して下さい。

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄに配線する場合は必ずｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄや動力計の電源をオフにし、ｺﾝｾﾝﾄ類をはずしてから作
業してください。

本製品の目的外使用、お客様による製品の改変は行われないようお願いいたします。

添付ｿﾌﾄｳｴｱを含む本製品の構成部品を、ﾘﾊﾞｰｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ、逆ｺﾝﾊﾟｲﾙ、あるいは逆ｱｾﾝﾌﾞﾙすることを禁
止します。

本製品に添付のｿﾌﾄｳｴｱは、本製品本体と一体の場合にのみ販売、譲渡を認めます。
FCﾃﾞｻﾞｲﾝが特に認めた場合を除き、ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀにｲﾝｽﾄｰﾙされたﾌｧｲﾙの一部または全て、およびｲﾝ
ｽﾄｰﾙ用CD-RO Mを単体で販売・譲渡することはできません。

本製品を重要保安部品や生命維持装置、医療機器等、生命の維持、管理にかかわる装置の一部として、
またはそれらに直接接続してご使用されないようお願いいたします。

本製品と他社製品の組み合わせての使用による、他社製品の不具合に関して当方では責任を負いかねま
すのでご了承ください。

注意事項を遵守せずに使用したことにより事故や損害が発生した場合、当方では一切の賠償・責任を負い
かねますのでご了承ください。

以上の注意事項・ﾗｲｾﾝｽにかかわる事項について、本ｼｽﾃﾑをｲﾝｽﾄｰﾙ、使用された時点でご承認いただ
けたものとします。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

注意

水濡れ
厳禁

静電気等、
電撃禁止
磁石禁止
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「 目次 」
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　○　機能概要

(2 )　測定

　○　起動・終了
　○　測定の概要
　○　画面と表示の切り替え
　○　測定、表示されるﾃﾞｰﾀの種類
　○　自動保存機能
　○　測定条件等の入力
　○　ｺﾒﾝﾄの入力
　
(3 )　表示

　○　出力ｸﾞﾗﾌについて
　○　ｽｺｰﾌﾟｸﾞﾗﾌについて
　○　ﾒｰﾀ表示について

(4 )　手動測定　

　
　○　手動での速度目標値
　○　手動記録

(5 )　自動測定　

　
　○　自動測定の概要
　○　自動測定の設定
　○　自動測定設定上の注意
　○　自動測定の実行

(6 )　ﾃﾞｰﾀの印刷・保存　

　
　○　記録したﾃﾞｰﾀを印刷する
　○　Type2（性能曲線）印刷のﾀｲﾄﾙ画像
　　　 を変更する。
　○　記録したﾃﾞｰﾀをCSVﾌｧｲﾙに保存する

(7 )　ﾃﾞｰﾀの閲覧　

　
　○　閲覧ｿﾌﾄｳｴｱの起動
　○　画面と操作
　○　ｸﾞﾗﾌ軸の変更
　○　ﾌｧｲﾙﾘｽﾄの更新
　○　印刷

(8)　付録

　○　ｺｲﾙ電流の手動設定
　○　ｼﾘｱﾙｲﾝﾀﾌｪｰｽについて
　○　ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ番号
　○　動力計の校正について
　○　PCでのｾﾞﾛ点値設定について
　○　接続端子等
　○　各種設定値

「追加項目」

(10)　ｺﾝﾄﾛｰﾗ本体設定

　○　設定の流れ
　○　回転速度目標値制御設定
　○　ﾌﾟﾘﾛｰﾄﾞ制御設定
　○　手動制御設定
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　「機能概要」

　 このｼｽﾃﾑは、ｴﾝｼﾞﾝ動力計/ﾍﾞﾝﾁの各ｾﾝｻからの情報を一元的に管理し、保存、印刷することを目的としたｼｽﾃﾑで
す。入力可能なｾﾝｻは以下のとおりです。

　○　動力計回転速度ﾊﾟﾙｽ
　○　荷重検出器出力　※2
　○　空燃比ｾﾝｻ　※3
　○　燃料流量ｾﾝｻ　※4
　○　温度ｾﾝｻなどの追加ｾﾝｻ　※5　　

これらのﾃﾞｰﾀから、ﾄﾙｸ、出力、燃料消費率などを計算し、表示します。

(※2)　ﾎﾟﾃﾝｼｮ、ﾛｰﾄﾞｾﾙなど　　
(※3、※4、※5)　はｵﾌﾟｼｮﾝです。　

「特徴」

○　ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ（以降PCと表記)上で表示されるﾃﾞｰﾀは、ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ上で高度に平均化処理を行ったものを
　　 転送し、表示します。回転速度、荷重など安定した測定が可能です。
○　ﾃﾞｰﾀの計測ﾀｲﾐﾝｸﾞは、PC操作による手動での任意のﾀｲﾐﾝｸﾞのﾃﾞｰﾀの記録と、自動測定が可能です。
○　表示は、数値表示、ﾒｰﾀ表示などが選択できます。
○　取り込んだﾃﾞｰﾀは、ﾃﾞｰﾀ一覧、性能曲線の2種の形式で印刷することができます。
○　取り込んだﾃﾞｰﾀは自動的にﾌｧｲﾙﾆ保存され、保存したﾌｧｲﾙは後から閲覧、印刷することができます。
○　取り込んだﾃﾞｰﾀは表計算ｿﾌﾄ等で読み込み可能なCSVﾌｧｲﾙの形式で保存できます。
○　試験条件などを入力、印刷、保存することができます。
○　気圧、乾球、及び湿球温度計の数値を入力すると、出力補正係数を自動計算します。
○　制動負荷を回転速度目標値で制御し、一定のｴﾝｼﾞﾝ回転速度（ﾛｰﾗｰの場合は車速）に保つ機能があります。※1
○　設定した条件で自動的にﾃﾞｰﾀを記録する機能（自動測定機能）があります。

(※1)　回転速度制御は制動ｼｽﾃﾑの構成上、偏差を持つ場合がございます。ご了承ください。

(1 )　「ｼｽﾃﾑ概要」

表示例
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　「起動と終了」

(2 )　「測定」

｢　起動　｣

　動力計の主電源をｵﾝにし、各表示器に表示が出ることを確認します。
　（表示器がある場合）

　PCを起動します。

　ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄの電源をONにします。
　（制動制御装置とｺﾝﾄﾛｰﾗ本体の電源が別の場合は、先にｺﾝﾄﾛｰﾗ本体
の電源をONにします。同時でも可）

　測定ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ上のｱｲｺﾝをﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして起動します。

　通信ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてPCとｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ間の通信を開始します。
　通信が開始されると表示が「ON LINE」になります。

これで、準備完了です。　

※印刷等を行う場合などで通信を停止する場合は、通信ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして
ください。表示が「OFF LINE」に変われば停止しています。

｢　終了　｣

　ﾌｧｲﾙﾒﾆｭｰから｢終了｣を選択します。
　(右上の[X]のﾎﾞﾀﾝでも終了します。）
　
　ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄの電源をｵﾌにします。
　（制動制御装置とｺﾝﾄﾛｰﾗ本体の電源が別の場合は、先に制動制御装
置の電源を切ります。)

　PCをｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝします。

　動力計の主電源をｵﾌします。

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ　　　　　
電源ｽｲｯﾁ

ｱｲｺﾝ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの終了

通信開始、停止ﾎﾞﾀﾝ
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　「測定の概要」

以下は、手動計測の例です。

　動力計、PC、測定ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを起動します。（前頁参照）

　測定条件等の入力を行います。
　気圧、室温（乾湿、両温度計の数値)を読取り入力する。
　（出力補正係数が自動的に計算されます。)

　通信ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし、通信を開始します。　

　ｴﾝｼﾞﾝを始動し、測定準備を整えます。
　（ﾛｰﾗｰ動力計の場合、NV比を設定してください。)

　ｽﾛｯﾄﾙ、回転速度調整ﾀﾞｲｱﾙ(制動負荷調整器)を調整し、目標の条件に
　します。
　
　目標の速度に安定した時に、記録ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし、ﾃﾞｰﾀを取り込み
　ます。

　ﾃﾞｰﾀの取り込まれた行は数値が記録され、背景が黄色になります。
　通信ﾃﾞｰﾀの表示行は次の行に移動します。

　計測が終了したら、通信ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし印刷やCSVﾌｧｲﾙへの保存を実行
　します。
　
　ﾃﾞｰﾀは閲覧ｿﾌﾄｳｴｱで閲覧可能な形式で自動保存されています。
　一連のﾃﾞｰﾀが保存できたら新規処理ﾎﾞﾀﾝを押し、別のﾌｧｲﾙで記録する
　ようにすることができます。
　
　新規計測ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、保存ﾃﾞｰﾀ、ｸﾞﾗﾌの表示がｸﾘｱされます。

　閲覧ｿﾌﾄｳｴｱでは、本ｿﾌﾄｳｴｱ同様に、印刷、CSVﾌｧｲﾙへの保存が可
　能です。

　表示切替ﾎﾞﾀﾝを押すことにより、ﾒｰﾀｰ、数値、ｸﾞﾗﾌ、測定条件等の表示
　を切り替えることができます。

　自動測定については、自動測定の解説をご覧ください。

　

　
　

記録ﾎﾞﾀﾝ

通信ﾎﾞﾀﾝ

新規計測ﾎﾞﾀﾝ

ﾋﾞｭｱｰｿﾌﾄｳｴｱ

表示切替ﾎﾞﾀﾝ

自動測定ﾎﾞﾀﾝ

(2 )　「測定」
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　「画面と表示の切り替え」

第1表示領域

　　　 ﾎﾞﾀﾝで、数値、
測定条件の表示に切
り替わります。

左から
通信ﾎﾞﾀﾝ
記録ﾎﾞﾀﾝ
自動測定ﾎﾞﾀﾝ
CSV保存ﾎﾞﾀﾝ
印刷（Type1)ﾎﾞﾀﾝ
印刷（Type2）ﾎﾞﾀﾝ
新規ﾌｧｲﾙﾎﾞﾀﾝ
表示切替1,2,3ﾎﾞﾀﾝ
手動電流設定ﾎﾞﾀﾝ

回転速度ﾒｰﾀｰの

第2表示領域

　　　 ﾎﾞﾀﾝでｸﾞﾗﾌが

受信ﾃﾞｰﾀを表示する
ｸﾞﾗﾌ、結果をﾌﾟﾛｯﾄす
るｸﾞﾗﾌに切り替わり
ます。

第3表示領域

　　　 ﾎﾞﾀﾝでﾒｰﾀｰと
表、数値と表、表の
みの表示に切り替わ
ります。

(2 )　「測定」
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　「測定、表示されるﾃﾞｰﾀの種類」

表に表示、記録されるﾃﾞｰﾀは以下のとおりです。
　左から、
　○　ｴﾝｼﾞﾝ回転速度　r.p.m.
　　　　　ｴﾝｼﾞﾝ回転速度です。動力計回転速度と回転比で換算した値です。
　○　ﾄﾙｸ　kgf*m　　
　　　　　ｴﾝｼﾞﾝﾄﾙｸ。動力計ﾄﾙｸを回転比で換算した値です。補正係数がかけられています。
　○　補正なしﾄﾙｸ　kgf*m　　
　　　　　ｴﾝｼﾞﾝﾄﾙｸ。動力計ﾄﾙｸを回転比で換算した値です。
　○　出力　PS
　　　　　測定条件に入力された気圧、乾湿の温度計の数値により自動計算した出力補正係数で補正済みの出力です。
　○　補正なし出力　PS
　○　空燃比
　　　　　ｾﾝｻの入力値です。接続しない場合の値は不定です。
　○　燃料消費率　g/h　g/psh
　　　　　流量ｾﾝｻの値から計算した数値です。求めた時間あたり流量(g/h）と修正出力から燃料消費率を求めます。
　　　　　ccからgへの計算には測定条件に入力された燃料の比重を使います。
　　　　　ｾﾝｻを接続しない場合の値は不定です。
　○　1,2,3　　
　　　　　ｵﾌﾟｼｮﾝ入力ﾃﾞｰﾀの表示を行います。ｵﾌﾟｼｮﾝの選択がされていない場合、ﾀｲﾄﾙの表示は1,2,3で表示し、
　　　　　値は不定です。
　○　記録時間
　　　　　計測ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸした時間を記録して表示します。ﾃﾞｰﾀを記録した行にのみ表示されます。
　○　荷重　kgf
　　　　　荷重ｾﾝｻ位置での入力を表示します。校正、確認に使用します。　

下側の小型ﾒｰﾀｰに表示、記録されるﾃﾞｰﾀは以下のとおりです。
　左から、
　○　出力　PS　（補正済み）
　○　ﾄﾙｸ　kg*f　（補正済み）
　○　空燃比
　○　燃料消費率　g/psh
　○　ｺｲﾙPWM出力　％

　数値表示の場合は上記、出力とﾄﾙｸを表示します。　

上側の大型ﾒｰﾀｰ、数値表示に表示されるﾃﾞｰﾀは以下のとおりです。
　左から、
　○　ｴﾝｼﾞﾝ回転速度　r.p.m.
　○　出力　PS
　　　　

(2 )　「測定」
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　「自動保存機能」

手動測定、自動測定とも、記録したﾃﾞｰﾀは自動保存ﾌｧｲﾙに自動的に保
存されています。自動保存ﾌｧｲﾙの保存先を指定するためには、

　ﾒﾆｭｰの「編集」→「自動保存設定」→「自動保存ﾌｫﾙﾀﾞ」

をｸﾘｯｸしてください。現れた画面の「変更」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして、保存先を指
定してください。

　ﾌｧｲﾙ名は初期設定の状態では 年月日_日別通し番号.adp　という名
前で自動的に保存される設定となっています。

（例）　20041031_024.adp 2004年10月31日の24番目の測定ﾃﾞｰﾀ

　これを任意のﾌｧｲﾙ名に変更することができます。変更するには

　ﾒﾆｭｰの「編集」→「自動保存設定」→「ﾌｧｲﾙ先頭文字」

をｸﾘｯｸしてください。開いた画面の右側にある任意の文字を指定するの
ｵﾌﾟｼｮﾝをｸﾘｯｸすると、ﾌｧｲﾙの先頭につける文字を指定できるようになり
ます。青で記されたfilename_001.adpの部分をｸﾘｯｸすると文字を指定する
ﾌｫｰﾑが開きます。ﾌｧｲﾙ名はここで設定した文字「○○」を使い
○○_ﾌｧｲﾙ名別通し番号.adp　となります。

（例）　ﾌｧｲﾙ先頭文字を FG125_40 とするとFG125_40_024.adpは、
文字設定後24番目に測定したﾃﾞｰﾀということになります。

　ﾌｧｲﾙは表に記録されているﾃﾞｰﾀ全てが一つのﾌｧｲﾙとして保存されま
す。一連の計測が終了したら、「新規計測」のﾎﾞﾀﾝを押し、表をｸﾘｱしてく
ださい。次の記録から新しいﾌｧｲﾙに記録されます。

　自動測定の場合は開始から終了までの間が一つのﾌｧｲﾙになるように
制御されます。

　生成された自動保存ﾌｧｲﾙは閲覧ｿﾌﾄｳｴｱで閲覧、印刷、CSVﾌｧｲﾙへ
の出力が可能です。

※　測定ｿﾌﾄｳｴｱ本体では現在表に記録されているﾃﾞｰﾀのみ印刷、CSV
ﾌｧｲﾙへの出力ができます。

　この機能をうまく活用していただければ、例えばﾌｫﾙﾀﾞを顧客、車両種
類、ｽﾍﾟｯｸ等で分類して作成し、ﾃﾞｰﾀ測定の前にﾌｫﾙﾀﾞを切り替えること
でﾃﾞｰﾀ管理が行えます。

自動保存ﾌｫﾙﾀﾞの変更

自動保存ﾌｫﾙﾀﾞを指定する。

(2 )　「測定」
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　「測定条件等の入力」

　測定ｿﾌﾄｳｴｱの第1表示領域の測定条件表示の内容を変更する場合、

表示ｴﾘｱをﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸするか、ﾒﾆｭｰの編集から　設定条件等入力をｸﾘｯｸ
します。

　設定入力ﾌｫｰﾑが表示されますので、各ﾃｷｽﾄﾎﾞｯｸｽに必要な事項を入
力して下さい。

　ここで入力した情報はType1印刷（表形式印刷）に記載されるほか、CSV
ﾌｧｲﾙに出力した際にもﾌｧｲﾙに記録されます。

　気圧、乾、湿温度計の数値は出力補正係数の計算に使いますので正
確に入力する必要があります。
(　出力補正係数を直接入力することはできません。)
（　補正係数を後から変更しても、記録済みﾃﾞｰﾀは再計算されません。）

　燃料の比重は、燃料消費率の計算に使いますので、正確に入力する必
要があります。

　回転比は動力計とｴﾝｼﾞﾝの回転比です。設定するときは、ﾒﾆｭｰの「編集」
→「回転比設定」をｸﾘｯｸしてください。

以下の項目はﾃﾞｰﾀの計算に使う項目のため、表示はしますが書き換えは
できないようになっています。

　○　腕の長さ

　これら以外の項目は表示、印刷以外には使いませんので、入力は任意
です。

　入力したﾃﾞｰﾀはPCｿﾌﾄの終了時に自動的にﾌｧｲﾙに保存されており、次
回起動時に最後に入力された状態で起動します。

　入力が終了したら、｢閉じる｣ﾎﾞﾀﾝを押して入力を終了させます。

測定条件表示ｴﾘｱ (赤丸表示の部分)
　

ﾒﾆｭｰ → 編集→ 設定条件等入力

設定条件等入力ﾌｫｰﾑ
赤丸表示は、燃料の比重、乾湿の温度計の数値入力部分

(2 )　「測定」
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　「ｺﾒﾝﾄの入力」

　測定ｿﾌﾄｳｴｱ第1表示領域の測定条件表示の右下に、ﾃﾞｰﾀに記録した

いｺﾒﾝﾄを入力する欄があります。

　ここに入力したｺﾒﾝﾄは、最初のﾃﾞｰﾀが記録されたとき（新規測定開始後、
最初に記録ﾎﾞﾀﾝを押されたとき）、自動保存ﾌｧｲﾙに保存されますので、ﾃﾞｰ
ﾀに保存するｺﾒﾝﾄを書き換えるときは、必ず一連のﾃﾞｰﾀ測定の最初の記
録の前に書き換えてください。

　ｺﾒﾝﾄの一行目は印刷にも記載されます。

　ｺﾒﾝﾄには例えば、車両名、ｽﾍﾟｯｸ、顧客名などを書き込むと良いと思い
ます。 ｺﾒﾝﾄ入力欄　

(2 )　「測定」
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出力ｸﾞﾗﾌについて

　第2表示領域の記録ﾃﾞｰﾀのｸﾞﾗﾌ（出力ｸﾞﾗﾌ）には、記録済みの修正出
力、ﾄﾙｸ、燃料消費率、空燃比がﾌﾟﾛｯﾄされます。

　これらの縦軸の最大値、最小値および横軸の回転速度の最大値と最
小値は任意の値に変更することができます。

　ﾒﾆｭｰの[ 設定 ]→[ ｸﾞﾗﾌ軸の設定 ]をｸﾘｯｸすると、変更画面が表示さ
れます。表示された画面の左側、「出力ｸﾞﾗﾌ」の四角の中に設定します。

　設定した値は、PC上に保存されていますので、次回起動時も同じ設
定になります。軸の設定値は単位系ごとに保存されます。

　ｸﾞﾗﾌの目盛りは(最大－最小)の1/10で表示されます。これを変更する
ことはできません。

　数値を入力後「OK」をｸﾘｯｸしてください。「ｷｬﾝｾﾙ」をｸﾘｯｸすると入力
は破棄されます。

画面左側が出力ｸﾞﾗﾌ軸の設定

　※　ここで変更した、縦軸、横軸の設定はType2印刷（性能曲線）にも
適用されます。印刷に関する詳細は「記録したﾃﾞｰﾀを印刷する」の章を
ご覧ください。

　※　ここで変更した、縦軸、横軸の設定はType2印刷（性能曲線）にも
適用されます。印刷に関する詳細は「記録したﾃﾞｰﾀを印刷する」の章を
ご覧ください。

ｸﾞﾗﾌの凡例です。1目盛り当りの数値とﾌﾟﾛｯﾄ色が示されています。

青：修正出力　赤：ﾄﾙｸ　緑：燃料消費率　ﾋﾟﾝｸ：空燃比

修正出力の最大値

ﾄﾙｸの最大値

ﾄﾙｸの最小値

修正出力の最小値

回転速度の最小値

燃料消費率の最大値

燃料消費率の最小値

回転速度の最大値

横軸の1目盛り当りの数値

(3 )　「表示」

空燃比の最大値

空燃比の最小値

ｸﾞﾗﾌの色と同色で表示されています。
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ｽｺｰﾌﾟｸﾞﾗﾌについて

　第2表示領域にはｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄとの通信ｻｲｸﾙごとに受信したﾃﾞｰﾀを
時系列（横軸時間）で表示するｽｺｰﾌﾟｸﾞﾗﾌを表示できます。このｸﾞﾗﾌを
見ることでﾃﾞｰﾀの変化の仕方を見ることができます。

　表示されるﾃﾞｰﾀは受信したﾃﾞｰﾀのうち修正出力、ﾄﾙｸ、空燃比、ｴﾝｼﾞ
ﾝ回転速度，ｺｲﾙ出力値がﾌﾟﾛｯﾄされます。

　これらの縦軸の最大値、最小値の最大値最小値は任意の値に変更
することができます。

　ﾒﾆｭｰの[ 設定 ]→[ ｸﾞﾗﾌ軸の設定 ]をｸﾘｯｸすると、変更画面が表示さ
れます。表示された画面の右側、「ｽｺｰﾌﾟｸﾞﾗﾌ」の四角の中に設定しま
す。

　設定した値は、PC上に保存されていますので、次回起動時も同じ設
定になります。軸の設定値は単位系ごとに保存されます。

　ｸﾞﾗﾌの目盛りは(最大－最小)の1/10で表示されます。これを変更する
ことはできません。

　数値を入力後「OK」をｸﾘｯｸしてください。「ｷｬﾝｾﾙ」をｸﾘｯｸすると入力
は破棄されます。

画面右側がｽｺｰﾌﾟｸﾞﾗﾌ軸の設定

ｸﾞﾗﾌの凡例です。1目盛り当りの数値とﾌﾟﾛｯﾄ色が示されています。

青：修正出力　赤：ﾄﾙｸ　緑：ｺｲﾙ出力　ﾋﾟﾝｸ：空燃比　ｸﾞﾚｰ：ｴﾝｼﾞﾝ回転速度

修正出力の最大値

ﾄﾙｸの最大値

ﾄﾙｸの最小値

修正出力の最小値

ｺｲﾙ出力の最大値

ｺｲﾙ出力の最小値

回転速度の最小値

横軸は時間です。1目盛りが1秒です。これ

は変更できません。

空燃比の最大値

空燃比の最小値

ｸﾞﾗﾌの色と同色で表示されています。

回転速度の最大値

(3 )　「表示」
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ﾒｰﾀの表示について

　ﾒｰﾀｰ表示の表示範囲の最大値、最小値目盛りの設定は任意の値に
変更することができます。

　ﾒﾆｭｰの[ 設定 ]→[ ﾒｰﾀ表示設定 ]をｸﾘｯｸすると、変更のための画面
が表示されます。

　ﾒｰﾀｰ大は第1表示領域の大型ﾒｰﾀ、ﾒｰﾀｰ小は第3表示領域の小型ﾒｰ
ﾀｰです。番号は左から順に付けてあります。

　設定項目は次のとおりです。左図の例もご参照ください。

　○　maximum　ﾒｰﾀｰ最大値
　○　minimum　ﾒｰﾀｰ最小値
　○　scale num 目盛りの個数
　　　　　例えば100PSで10個にすれば10PS一目盛りになります。
　○　index rate 数値表示比
　　　　　例えば0.001にすると1000rpmの位置の目盛り数字が1
　　　　　となり、下側の文字に「X1000」と表示されます。
　　　　　0.01にすればそれぞれ10、「X100」となります。

　○　index skip 目盛り数字をｽｷｯﾌﾟ
　　　　　このﾁｪｯｸをONにすると、目盛りの数字表示が一つおきになりま
　　　　　す。

　設定した値は、PC上に保存されていますので、次回起動時も同じ設
定になります。

　ﾒｰﾀに表示されるﾃﾞｰﾀの種類および単位は出荷時に決定されており
変更できません。

　なお、大型ﾒｰﾀの水色の針はｺﾝﾄﾛｰﾗでの速度制御目標値を示してい
ます。詳細は次項をご覧ください。

最大値12000、最小値0、目
盛りの個数12、数値表示比
0.001、ｽｷｯﾌﾟなし

最大値30、最小値0、目盛り
の個数6、数値表示比1、ｽｷｯ
ﾌﾟなし

最大値200、最小値0、目盛
りの個数20、数値表示比1、
ｽｷｯﾌﾟあり

設定画面

(3 )　「表示」
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手動での目標値設定

　手動で計測するときの制動目標値は、ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄに装備されてい
るﾀﾞｲｱﾙで設定します。

　測定ｿﾌﾄｳｴｱとの通信が「On Line」の場合は、大型ﾒｰﾀの表示に水色
の針で値が表示されます。

　このﾀﾞｲｱﾙによる設定はPCを起動していない状態でｺﾝﾄﾛｰﾗ単体のみ
電源が入っている場合でも使用できます。

　その場合のﾀﾞｲｱﾙ「0～10」（10回転）に対する目標数値の値について
は付録の各種設定値をご参照ください。
（※　ﾀﾞｲｱﾙの特性上9.5回転付近まで有効の場合があります。)

　　ﾀﾞｲｱﾙによる目標値の設定は、自動測定時、手動での電流指示（付
録参照）以外には常に有効になっています。速度が目標値以上になる
と急激に制動がかかりますのでご注意ください。
（※　未使用時にはなるべく高い速度に設定していただくのが良いと思
います。）

　　　

水色の針が手動での目標値

(4 )　「手動測定」

手動記録

　設定した速度で安定したときに記録ﾎﾞﾀﾝでﾃﾞｰﾀを記録します。

　記録ﾎﾞﾀﾝを押すとそのときに受信しているﾃﾞｰﾀをﾒﾓﾘｰします。

　記録されたﾃﾞｰﾀの行は背景が黄色になり、受信ﾃﾞｰﾀの表示は次の行
に移ります。

　新規計測ﾎﾞﾀﾝを押して最初のﾃﾞｰﾀ記録（1行目のﾃﾞｰﾀ記録）の際、自
動保存ﾌｧｲﾙが生成され、ｺﾒﾝﾄや測定条件が1行目のﾃﾞｰﾀとともにﾌｧｲ
ﾙに保存されます。

　また、記録したﾃﾞｰﾀは出力ｸﾞﾗﾌにﾌﾟﾛｯﾄされます。

　自動保存ﾌｧｲﾙ、出力ｸﾞﾗﾌは次に新規計測のﾎﾞﾀﾝが押されるまで新し
くなりませんので、一連の計測が終了したら、新規計測のﾎﾞﾀﾝを押して
ｸﾞﾗﾌと表をｸﾘｱしてください。

　自動保存ﾌｧｲﾙのﾃﾞｰﾀは閲覧ｿﾌﾄｳｴｱで閲覧、印刷、CSVﾌｧｲﾙへの
出力ができます。　　　

記録ﾎﾞﾀﾝ

新規測定ﾎﾞﾀﾝ

記録されたﾃﾞｰﾀの行は黄色

現在受信中のﾃﾞｰﾀの行は最後の
黄色行の次になる。

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄと、制動回転
速度目標値ﾀﾞｲｱﾙ
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　「記録したﾃﾞｰﾀを印刷する」

　記録したﾃﾞｰﾀ、設定条件は印刷することが可能です。
印刷形式は以下の2通りあります。

　○　試験成績表　（Type1印刷）
　　　　　試験条件と、記録ﾃﾞｰﾀが表形式で出力されます。
　　　　　記録されたﾃﾞｰﾀはすべて出力されます。記録ﾃﾞｰﾀが10行以上
　　　　　の場合は2ﾍﾟｰｼﾞ目以降に、表のみ出力されます。
　　　　　記録ﾃﾞｰﾀなしの状態で印刷した場合は、設定条件のみが印刷
　　　　　されます。

　○　性能曲線ｸﾞﾗﾌ　（Type2印刷）　　　
　　　　　記録ﾃﾞｰﾀを
　　　　　○　回転速度　対　出力、ﾄﾙｸ
　　　　　○　回転速度　対　空燃比、（燃料消費率）
　　　　　のｸﾞﾗﾌで出力します。
　　　　　ｸﾞﾗﾌの軸の最大最小は画面上の出力ｸﾞﾗﾌと同じになります。
　　　　　変更したい場合は出力ｸﾞﾗﾌの最大最小を変更してください。
　　　　　また、ｸﾞﾗﾌ上のﾀｲﾄﾙ画像は変更できます。

　印刷を実行する場合は、通信を停止した状態で、以下のように操作し
て下さい。

　○　 Type1印刷
　　　ﾒﾆｭｰ の｢ﾌｧｲﾙ｣→｢印刷｣→｢試験成績表出力｣をｸﾘｯｸするか、
　　　｢印刷1｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。
　　　印刷設定画面が表示されますので、表示されているﾌﾟﾘﾝﾀを確認
　　　し、印刷ﾎﾞﾀﾝを押すと印刷します。

　　　出力するﾌﾟﾘﾝﾀを変更する場合は｢ﾌﾟﾘﾝﾀ設定｣をｸﾘｯｸして下さい。
　　　用紙はA4の横を選択して下さい。

　　　Edit Title のﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、ﾌﾟﾘﾝﾄｱｳﾄの1行目のﾀｲﾄﾙを編集
　　　できます。

　○　 Type2印刷
　　　ﾒﾆｭｰ の｢ﾌｧｲﾙ｣→｢印刷｣→｢性能曲線出力｣をｸﾘｯｸするか、
　　　｢印刷2｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。
　　　印刷設定画面が表示されますので、表示されているﾌﾟﾘﾝﾀを確認し、
　　　印刷ﾎﾞﾀﾝを押すと印刷します。

　　　出力するﾌﾟﾘﾝﾀを変更する場合は｢ﾌﾟﾘﾝﾀ設定｣をｸﾘｯｸして下さい。
　　　用紙はA4の縦を選択して下さい。

　　　Edit Title のﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、ﾌﾟﾘﾝﾄｱｳﾄの1行目のﾀｲﾄﾙを編集
　　　できます。
　　　（Type2ではﾌｫﾝﾄの関係でここに日本語は使用できません。）

Type1印刷　試験成績表印刷　

Type2印刷　性能曲線印刷　

印刷１、印刷2ﾎﾞﾀﾝ　

(6 )　「ﾃﾞｰﾀの削除・印刷・保存」

※　ﾌﾟﾘﾝﾀ設定がうまく更新されない場合は一度ｷｬﾝｾﾙをｸﾘｯｸして再度印刷操作を行ってください。

※　記録ｿﾌﾄｳｴｱでは、現在記録中のﾃﾞｰﾀのみ印刷可能です。以前に記録したﾃﾞｰﾀを印刷したい場合は閲覧ｿﾌﾄｳ
ｴｱを使用してください。
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　「Type2（性能曲線）印刷のﾀｲﾄﾙ画像を変更する。」

　Type2印刷では顧客に手渡すことを考え、会社（ｼｮｯﾌﾟ）のｲﾒｰｼﾞをあ

らわした画像をいっしょに印刷することができます。

　出荷時にはFCﾃﾞｻﾞｲﾝの画像を入れてありますが、作成された画像を
ここに入れることができます。

　画像は以下の仕様で作成してください。

　○　画像の種類　 ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟ（拡張子 .bm p）

　○　ﾌｧｲﾙの名前 Title Im age2.bm p

○　画像のｻｲｽﾞ　　幅640ﾋﾟｸｾﾙ　高さ40ﾋﾟｸｾﾙ

　作成した画像は、測定ｿﾌﾄｳｴｱの実行ﾌｧｲﾙがあるﾌｫﾙﾀﾞにｺﾋﾟｰしてく
ださい。通常は c:¥Program Files¥aDapPc¥ に実行ﾌｧｲﾙがあるはず

です。

　ｺﾋﾟｰに成功した場合、type2印刷のﾌｫｰﾑの一番下に縮小画像が表示

されますので確認して下さい。

※　この作業により測定ｿﾌﾄｳｴｱからの印刷のﾀｲﾄﾙ画像は変更されま
すが、閲覧ｿﾌﾄｳｴｱの印刷の画像は変更されません。閲覧ｿﾌﾄｳｴｱから
の印刷時に同じ画像をしようしたい場合は作成した画像を同じく、閲覧
ｿﾌﾄｳｴｱの実行ﾌｧｲﾙが格納されているﾌｫﾙﾀﾞ
（通常は　c :¥P ro g ra m F ile s¥A d p V iew e r¥ 　）
にｺﾋﾟｰしてください。

Type2印刷のﾀｲﾄﾙ画像
（赤丸部）

160ﾋﾟｸｾﾙ

40
ﾋﾟｸｾﾙ

ﾀｲﾄﾙ画像の縮小ｻﾝﾌﾟﾙ
（赤丸部）

(6 )　「ﾃﾞｰﾀの削除・印刷・保存」
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　「記録したﾃﾞｰﾀをﾌｧｲﾙに保存する」

　記録したﾃﾞｰﾀはCSVﾌｧｲﾙ（ｺﾝﾏ区切りのﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ）に保存すること
ができます。保存したﾃﾞｰﾀはEXELなどの表計算ｿﾌﾄに読み込み、加工
することができます。

　記録したﾃﾞｰﾀがある場合は、以下のようにしてﾌｧｲﾙに保存します。
記録したﾃﾞｰﾀが無い状態では、以下の操作はできません。

○　ﾒﾆｭｰ の｢ﾌｧｲﾙ｣→｢CSVﾌｧｲﾙに保存｣をｸﾘｯｸするか、｢ﾌｧｲﾙに保
　　存｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

○　名前をつけて保存のﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されますので、保存場所と、名
前を指定して保存ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

　保存したﾌｧｲﾙには、測定の条件等が同時に保存されています。

※　測定ｿﾌﾄｳｴｱでは、現在記録中のﾃﾞｰﾀのみCSV保存可能です。以
前に記録したﾃﾞｰﾀをCSVﾌｧｲﾙに出力したい場合は閲覧ｿﾌﾄｳｴｱを使用
してください。

ﾒﾆｭｰ 「 ﾌｧｲﾙ」　
　　　　　→　「CSVﾌｧｲﾙに保存」

ﾌｧｲﾙに保存ﾎﾞﾀﾝ　

名前をつけて保存ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ　

(6 )　「ﾃﾞｰﾀの削除・印刷・保存」
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　「閲覧ｿﾌﾄｳｴｱの起動」

　手動測定、自動測定で記録したﾃﾞｰﾀは自動保存ﾌｧｲﾙに保存されて
います。これらのﾃﾞｰﾀを閲覧、印刷、CSVﾌｧｲﾙへ出力するためには、ﾃﾞｰ
ﾀ閲覧ｿﾌﾄｳｴｱを使用します。

　ﾃﾞｰﾀ閲覧ｿﾌﾄｳｴｱ　「　Adp Viewer　」（以降ﾋﾞｭﾜｰと表記します。）を起
動するには、「ｽﾀｰﾄ」→「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」→「動力計ｿﾌﾄｳｴｱ」→「AdpViewer」
をｸﾘｯｸするか、ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ上のｱｲｺﾝをﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸします。

　初回起動時には、ﾃﾞｰﾀﾌｫﾙﾀﾞを設定する必要があります。測定ｿﾌﾄｳｴ
ｱで指定したﾃﾞｰﾀﾌｫﾙﾀﾞを指定して下さい。

　なお起動後にもﾌｫﾙﾀﾞの変更はできますので、ﾃﾞｰﾀをﾌｫﾙﾀﾞ毎の管理
にして記録、閲覧することが可能です。

（※　ﾌｧｲﾙ名は測定ｿﾌﾄｳｴｱで自動的につけられますので、ﾃﾞｰﾀに関
するﾒﾓなどはｺﾒﾝﾄに記述するようにしてください。）

　次項に画面と操作について説明します。

Adp Viewer のｱｲｺﾝ

(7 )　「ﾃﾞｰﾀの閲覧」

初回起動時にはﾃﾞｰﾀﾌｫﾙﾀﾞがあり
ませんというﾒｯｾｰｼﾞが表示されま
す。

次の画面で「変更」をｸﾘｯｸし、計
測ｿﾌﾄｳｴｱで自動保存ﾌｧｲﾙを格
納したﾌｫﾙﾀﾞを指定してください。
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　「画面と操作」

　閲覧ｿﾌﾄｳｴｱでは左下に保存ﾌｫﾙﾀﾞ内の自動保存ﾌｧｲﾙのﾘｽﾄが表示されます。この中から一つをｸﾘｯｸすると、右側
のｸﾞﾗﾌ、左上の数値表示部に選択したﾃﾞｰﾀが表示されます。以下、画面と操作の説明です。

境界線をﾄﾞﾗｯｸﾞすると画面の大きさが変更できます。

左から

□無効のﾎﾞﾀﾝ

□ﾌｫﾙﾀﾞ変更ﾎﾞﾀﾝ
　ﾘｽﾄ表示するﾌｫﾙﾀﾞを変更するときｸﾘｯｸします。
□ C SVﾌｧｲﾙ出力ﾎﾞﾀﾝ
　選択、表示しているﾃﾞｰﾀをC SVﾌｧｲﾙに出力します。

□無効のﾎﾞﾀﾝ

□印刷　Type1
□印刷　Type2
　選択しているﾃﾞｰﾀの印刷を行うときｸﾘｯｸします。
　内容は測定ｿﾌﾄｳｴｱと同じです。
　（測定ｿﾌﾄｳｴｱの印刷の説明をご参照ください。）

□ﾘｽﾄ更新ﾎﾞﾀﾝ
　※「　ﾘｽﾄの更新　」の項目をご参照ください。

左から

□ｶｰｿﾙ左移動（大）
□ｶｰｿﾙ左移動
　左側数値表示部に表示する数値を指定するｶｰｿﾙ
を左へ動かします。

□ｶｰｿﾙ右移動
□ｶｰｿﾙ移動右移動（大）
　同じく右へｶｰｿﾙを移動します。

□無効のﾎﾞﾀﾝ
□無効のﾎﾞﾀﾝ

□横軸を車速、N V回転速度に変更
　ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸする毎に横軸が車速、NVｴﾝｼﾞﾝ回転速

度に切り替わります。

数値表示部
表示しているﾃﾞｰﾀ
のｶｰｿﾙ位置での
各数値を表示しま
す。

ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ
表示部
表示しているﾃﾞｰﾀ
の記録日時、ｺﾒﾝﾄ
を表示します。

ﾃﾞｰﾀﾘｽﾄ表示部
選択しているﾌｫﾙﾀﾞ
内の自動保存ﾌｧｲ
ﾙのﾘｽﾄを表示しま
す。

ﾃﾞｰﾀﾌｫﾙﾀﾞ表示部
選択しているﾌｫﾙﾀﾞ
のﾊﾟｽを表示します。

ﾃﾞｰﾀｶｰｿﾙ
ｶｰｿﾙ位置での数
値を数値表示部に
表示します。

ﾃﾞｰﾀ表示部1
出力、ﾄﾙｸ、空燃比
を表示します。

ﾃﾞｰﾀ表示部2
燃料消費率、ｵﾌﾟｼｮ
ﾝ数値を表示します。

ﾌｧｲﾙ名表示部
現在表示している
ファイルのファイル
名を表示します。

(7 )　「ﾃﾞｰﾀの閲覧」
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　「ｸﾞﾗﾌ軸の変更」

　左側ﾃﾞｰﾀ表示部に表示されるﾃﾞｰﾀのｸﾞﾗﾌの軸の最大値、最小値は
変更することができます。変更するには

ﾒﾆｭｰの　「表示」→「表示軸値設定」

をｸﾘｯｸしてください。

　表示された画面上の変更したいﾃﾞｰﾀの軸の値を書き換え、「OK」をｸﾘｯ
ｸしてください。「ｷｬﾝｾﾙ」をｸﾘｯｸしますと変更は破棄されます。

ｸﾞﾗﾌ上の目盛りは　最大-最小の1/10に固定で、変更できません。

　ここで設定した最大、最小はType2印刷（性能曲線）の印刷時のｸﾞﾗﾌ
の軸の最大最小にも反映されます。

　画面上の文字の色はﾃﾞｰﾀのｸﾞﾗﾌの色に対応しています。

以下、画面の説明です。

(7 )　「ﾃﾞｰﾀの閲覧」

ﾒﾆｭｰの「表示」→「表示軸値設定」
で設定画面が表示されます。

縦軸最大最小

赤　：　ﾄﾙｸ
青　：　出力PS
ﾋﾟﾝｸ　：　ｴﾝｼﾞﾝ回転速度

　横軸の設定です。
緑　：　空燃比
黄緑　：　燃料消費率
灰色　：　ｵﾌﾟｼｮﾝ1
黄色　：　ｵﾌﾟｼｮﾝ2
黒　：　ｵﾌﾟｼｮﾝ3
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　「ﾌｧｲﾙﾘｽﾄの更新」

　測定ｿﾌﾄｳｴｱを起動したまま、閲覧のためにﾋﾞｭﾜｰを起動しておくことも可能です。ただし、ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄとの通信が
「OnLine」のままだと、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの負荷が高く、動作が遅くなる可能性があります。

　ﾋﾞｭﾜｰｿﾌﾄｳｴｱを起動した状態で、測定ｿﾌﾄｳｴｱで新たなﾃﾞｰﾀを記録し、自動測定ﾌｧｲﾙが新たに生成された場合、
ﾋﾞｭﾜ-ｿﾌﾄｳｴｱのﾌｧｲﾙﾘｽﾄを更新しないと、新規に生成されたﾌｧｲﾙがﾘｽﾄに現れません。

　この場合、ﾋﾞｭﾜｰｿﾌﾄｳｴｱの　　　　　ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすることで現在選択しているﾌｫﾙﾀﾞ内のﾃﾞｰﾀﾘｽﾄを更新することが
でき、新たに加わったﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙがﾘｽﾄ内に加わります。

（※　測定ｿﾌﾄｳｴｱのﾃﾞｰﾀﾌｫﾙﾀﾞとﾋﾞｭﾜｰｿﾌﾄｳｴｱのﾃﾞｰﾀﾌｫﾙﾀﾞの指定が異なる場合は、この操作をしても生成されたﾌｧ
ｲﾙは現れません。この説明は測定ｿﾌﾄｳｴｱとﾋﾞｭﾜｰｿﾌﾄｳｴｱが同じﾃﾞｰﾀﾌｫﾙﾀﾞになっている場合の説明です。）

(7 )　「ﾃﾞｰﾀの閲覧」

　「印刷」

　ﾋﾞｭﾜｰｿﾌﾄｳｴｱからの印刷は、測定ｿﾌﾄｳｴｱからの印刷と同じです。
　※　詳細は測定ｿﾌﾄｳｴｱの「　記録したﾃﾞｰﾀを印刷する　」の項を参照し
てください。

　Type2印刷のｸﾞﾗﾌの軸の最大、最小は表示しているｸﾞﾗﾌの最大、最小
と同じになります。
　※　詳細は前項「　ｸﾞﾗﾌ軸の設定　」をご参照ください。

　Type2印刷時に表示される画像は、ﾋﾞｭﾜｰｿﾌﾄｳｴｱの実行ﾌｧｲﾙの格納ﾌｫ
ﾙﾀﾞに入っています。変更する場合は作成した画像ﾌｧｲﾙを実行ﾌｧｲﾙの
格納ﾌｫﾙﾀﾞ（　通常は　c:¥Program Files¥Adp Viewer¥　）にｺﾋﾟｰしてくだ
さい。
　※　詳細については「Type2（性能曲線）印刷のﾀｲﾄﾙ画像を変更する。」
の項をご参照ください。
　

測定ｿﾌﾄｳｴｱとﾋﾞｭﾜｰｿﾌﾄｳｴｱは同
時に起動して使えます。

Type2印刷のﾀｲﾄﾙ画像
（赤丸部）
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　手動負荷操作は、ECUから通信ﾃﾞｰﾀを受信している場合のみ可能で
す。通信を行っている時、手動負荷指示のﾎﾞﾀﾝが操作できますので、こ
れをｸﾘｯｸして手動負荷指示の画面を開いてください。

※　この機能を使用中は、自動制御が利きません。

※　この機能を制御する画面が表示中で、出力ｽﾗｲﾀﾞが0以上になって
いると、電流が流れたままになります。

手動負荷指示画面

　負荷の指示は、全開出力時を100％ととして、0.01%単位で指示できます。電流値と出力％は比例ではありませんの
でご注意ください。　負荷の指示値は、この画面の表示開始時に0%に初期化されます。　手動負荷指示画面の操作は
図のとおりです。

手動負荷指示ﾎﾞﾀﾝ　

　通常、制動用ｺｲﾙ電流は速度が目標に追従するように自動的に制御されます。何らかの理由（確認など）で出力を一
定にしたい場合など、一定の出力にする機能があります。

このﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸする
と指示値が－0.01％
変化します。

このﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸする
と指示値が＋0.01％
変化します。

このﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸする
と指示値が－0.1％
変化します。

このﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸする
と指示値が＋0.1％
変化します。

ここ（ｽﾗｲﾄﾞﾊﾞｰの位
置の上）をｸﾘｯｸする
と指示値が－1％変

化します。

ここ（ｽﾗｲﾄﾞﾊﾞｰの位
置の下）をｸﾘｯｸする
と指示値が＋1％変

化します。

ｽﾗｲﾄﾞﾊﾞｰは任意の%
のところへﾏｳｽでﾄﾞﾗｯ
ｸﾞすることができます。

現在の指示値です。

このﾎﾞﾀﾝで終了しま
す。

　「ｺｲﾙ電流の手動設定」

(9 )　「付録」

※ご注意
　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを終了する時は、必ず手動負荷指示の画面を閉じてからﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを終了して下さい。手動負荷指示画面を
表示したまま、ﾒｲﾝのﾌｫｰﾑの通信終了をｸﾘｯｸした場合、「通信を停止する前に負荷手動操作画面を閉じてください」
と表示されますので、先に負荷手動指示の画面を閉じてから、再び通信停止ﾎﾞﾀﾝを押してください。
　何らかの原因で通信ｴﾗｰが発生した時には、手動負荷指示画面は自動的に閉じられますが、通信ｴﾗｰのためﾌﾞﾚｰ
ｷ（負荷）の0%指示はECUに送られない場合がございます。この場合にはECUの電源を切るなどしてﾌﾞﾚｰｷ（負荷）を
解放して下さい。
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　「ｼﾘｱﾙｲﾝﾀﾌｪｰｽについて」

　本ｼｽﾃﾑではｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄとPCとの接続にｼﾘｱﾙｲﾝﾀﾌｪｰｽを使っています。高速なｼﾘｱﾙｲﾝﾀﾌｪｰｽはその仕様上、距離
を取ることができません。（本機の通信速度では1～1.5ｍ程度）

　そこで、ｼﾘｱﾙｲﾝﾀﾌｪｰｽとUSBを変換するUSBｼﾘｱﾙｺﾝﾊﾞｰﾀを用いて延長を行っています。
USBの仕様では電源を持つUSBハブをはさまない限り5ｍとなっています。（電源機能のあるハブを介す場合、さらに延長可
能です。）

（※　標準でこの仕様でない場合は延長するためには別途USBｼﾘｱﾙｺﾝﾊﾞｰﾀをお買い求めください。）

　USBｼﾘｱﾙｲﾝﾀﾌｪｰｽはつなげるUSBﾎﾟｰﾄによってｼﾘｱﾙのﾎﾟｰﾄ番号が異なる場合がございます。使用するUSBｼﾘｱﾙｺﾝ
ﾊﾞｰﾀは常に同じﾎﾟｰﾄに差し込んでお使いいただきますようお願いいたします。

9 -2

　「ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ番号」

　ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄとPCとの接続に使うｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄの番号を変更するには、通
信が停止していることを確認し、ﾒﾆｭｰの「編集」→「通信ﾎﾟｰﾄ番号」をクリッ
クしてください。次の画面が表示されますので、該当番号にチェックを入れて
O Kをクリックしてください。

ﾒﾆｭｰの「編集」→「通信ﾎﾟｰﾄ番号」
で設定画面が表示されます。

該当する番号にﾁｪｯｸ
します。

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾏﾈｰｼﾞｬｰ

※　変更された通信ﾎﾟｰﾄ番号を調べる場合（接続したポートの番号がわか
らないときなど）は、ｽﾀｰﾄﾒﾆｭｰの「設定」→「ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙ」から「ｼｽﾃﾑ」を
ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸし、ﾊｰﾄﾞｳｴｱのﾀﾌﾞの「ﾃﾞﾊﾞｲｽﾏﾈｰｼﾞｬ」のﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてくださ
い。右図のような画面が表示されますので、ﾎﾟｰﾄ(CO MとLPT）のツリーを展
開してください。USBｼﾘｱﾙｺﾝﾊﾞｰﾀを使用しているときは、その名前と番号が
表示されているはずです。
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　「動力計の校正について」

　本ｼｽﾃﾑはｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ内のﾄﾙｸ表示器の値を1対1で表示できるように
対象となる動力計の仕様にあわせて、出荷時に調整してあります。そこでﾄﾙ
ｸの校正はﾄﾙｸ表示器で行います。

ﾄﾙｸ表示器の前面のﾌﾟﾗｽﾁｯｸｶﾊﾞｰをはずし、調整用ﾎﾞﾘｭｰﾑをそれそれ精
密ﾄﾞﾗｲﾊﾞ等でまわして調整して下さい。

「ｾﾞﾛ点の調整」

負荷のかかっていない状態（無負荷状態）で、ﾄﾙｸ表示器の値がｾﾞﾛになる
ようにｾﾞﾛ調整用ﾎﾞﾘｭｰﾑをまわしてください。

「ﾌﾙｽｹｰﾙの調整」　　　

9 -3

赤丸表示がﾄﾙｸ表示器　

　なお、荷重検出器の位置での荷重は測定ｿﾌﾄｳｴｱの受信ﾃﾞｰﾀの表の右
端に表示されますので、校正後の確認が可能です。

校正用ｱｰﾑにかけた荷重から動力計ﾄﾙｸ（kgfm）をもとめ、その値になるようにﾌﾙｽｹｰﾙ調整用ﾎﾞﾘｭｰﾑをまわして下さい。
（以下のいずれかの表示になっています。)

□　表示値は荷重×ｱｰﾑ長で求められる、動力計のﾄﾙｸ値です。
　　　(例)　　荷重5kg、ｱｰﾑ長0.12mのとき、5×0.12で0.600と表示されるよう調整する

□　表示値はﾛｰﾄﾞｾﾙ位置の荷重値(kgf*m )です。
　　　(例)　　ﾛｰﾄﾞｾﾙｱｰﾑ長0.13m、校正錘位置0.36m、錘1kg、のとき、ﾛｰﾄﾞｾﾙ位置の荷重で1×0.36/0.12=3.00と表
示されるよう調整する

※　ｱｰﾑ長については巻末の各種設定値をご覧ください。
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　「P Cでのｾﾞﾛ点値設定について」

　本ｼｽﾃﾑではﾄﾙｸの校正はﾄﾙｸ表示器で行いますが、PCｿﾌﾄｳｴｱ上の数
値に大してはｾﾞﾛ点の調整を行っていただくことができます。
これは、ﾄﾙｸ表示器での校正よりも簡単に、一時的に調整する機能を提供
するものです。

調整するためには、

(1)　まず無負荷の状態でｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄと通信してください。
(2)　通信を停止します。
(3)　ﾒﾆｭｰの「編集」→「ｾﾞﾛ点値設定」をｸﾘｯｸします。
(4)　「現在の値でｾﾞﾛ点を調整しますか」と表示されます。
(5)　O Kをｸﾘｯｸすると、受信した値でｾﾞﾛになるように調整されます。

なお、ﾄﾙｸ表示器のｾﾞﾛ点を調整した後には、必ずこの調整を行ってPC側
の表示もｾﾞﾛになるようにしてください。

9 -4

ﾒﾆｭｰの「編集」→「ｾﾞﾛ点値設定」
で画面が表示されます。



aDap003 EngineDynam o Manual aDapPC / Manual Version 2.03 R / fc-design

　「接続端子等」

9 -5

AC電源
ｺｲﾙ電源-
ｺｲﾙ出力-

AC電源
ｺｲﾙ電源+
ｺｲﾙ出力+
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　「設定の流れ」

(10 )　「ｺﾝﾄﾛｰﾗ本体設定」

1 0 -1

　ｺﾝﾄﾛｰﾗは、本体指示ﾀﾞｲｱﾙ、もしくはPCより送信された回転速度目標値に、実際の回転速度が追従するように自
動的に制御します。通常出荷時の設定でおおむね測定レンジの範囲の原動機では問題なく制御可能ですが、出力
が小さいものや応答性の速い原動機の試験を行う場合には再設定が必要になる場合があります。
　目標値追従制御には回転速度ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸPI制御を用いており、ｺﾝﾄﾛｰﾗ内で計算しております。計算にかかわるﾊﾟ
ﾗﾒｰﾀの設定方法についてご説明します。

ｺﾝﾄﾛｰﾗから設定
を読み込む

ﾌｧｲﾙから設定を
読み込む

ｺﾝﾄﾛｰﾗにﾃﾞｰﾀを
送信する

設定ををﾌｧｲﾙに
保存する

A

　回転速度制御の計算処理はｺﾝﾄﾛｰﾗ本体が行って
おり、その設定はｺﾝﾄﾛｰﾗ内に保存されています。

　この設定を変更するためには、まずｺﾝﾝﾄﾛｰﾗ内の
設定をPC側に受信し、設定を変更した後、再びｺﾝﾄﾛｰ
ﾗに送信する必要があります。

　PC側に受信した設定はPC内のﾌｧｲﾙに保存するこ
とができますので、変更を加える前後に保存し、設
定を記録、再利用することが可能です。
　
　設定行うにはまず、ﾒｲﾝの画面でツ新を終了し、ﾒ
ﾆｭｰの「設定」→「ｺﾝﾄﾛｰﾗ設定」をｸﾘｯｸします。
　画面が開いたら、ｺﾝﾄﾛｰﾗの電源が入っていること
を確認し、受信ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸするか設定ﾌｫｰﾑのﾒﾆｭｰ
の「実行」→「受信」をｸﾘｯｸします。

　ｺﾝﾄﾛｰﾗから設定の受信が完了したら画面上の操
作が可能になり、設定値が表示されます。
　また、受信を行わずに以前にﾌｧｲﾙに保存していた
ﾃﾞｰﾀを読み込むことでも操作可能になります。

　各画面での設定の内容と設定方法は次頁以降説
明いたします。

　設定を編集中に設定を元に戻したくなった場合は、
ｺﾝﾄﾛｰﾗもしくはﾌｧｲﾙから読み込んだ時点の状態に
戻すことが可能です。設定ﾌｫｰﾑのﾒﾆｭｰの「ﾌｧｲﾙ」
→「読み込み時の状態に戻す」をｸﾘｯｸしてください。

　操作可能な状態では、いつでもその時点での設定
をﾌｧｲﾙに保存することが可能です。

※保存を実行した場合には上記「読み込み時の状
態に戻す」のｺﾏﾝﾄﾞは保存時の状態に戻ることになり
ます。

　編集が終了したら、送信ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸするか、設定
ﾌｫｰﾑのﾒﾆｭｰの「実行」→「送信」をｸﾘｯｸして下さい。
送信が実行され完了後にｺﾝﾄﾛｰﾗは自動的に再起
動されます。

　設定ﾌｫｰﾑのﾒﾆｭｰの「ﾌｧｲﾙ」→「閉じる」もしくは右
上のXのﾎﾞﾀﾝでﾌｫｰﾑを閉じて下さい。

　数秒待ってからﾒｲﾝ画面での通信を再開して下さ
い。

設定を変更する

読み込み時の
状態に戻す

ｺﾝﾄﾛｰﾗ（本体）設定ﾌｫｰﾑ
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　「回転速度目標値制御設定」

1 0 -2

　ｺﾝﾄﾛｰﾗによる、回転速度目標値の追従制御の設定の詳細についてご説明します。。

　右図の赤丸で囲まれた部分が設定項目です。
青色の文字で表示されているのが設定値で、変更
する場合にはこれをｸﾘｯｸすると入力ﾌｫｰﾑが開きま
す。

　原動機（動力計)の回転速度が目標値を超えると
制動が開始されます。制御は偏差に比例したP値と
偏差の積算に比例であるI値により制御されます。
　
P値は偏差が小さくなるにつれ小さくなっていき、安
定中はﾄﾙｸ変動などによる回転偏差をすばやく修正
するように動きます。この数値は大きいほうが応答
は速くなりますが、大きくしすぎると、安定するまでの
不安定要因になったり、安定せずに振動的になる要
因となります。P値は回転偏差×Pｹﾞｲﾝで出力されま
す。設定はPｹﾞｲﾝを変更することで行います。

　　I値は偏差の積算により動きますので、ｺｲﾙ出力の安定点を移動させる動きをします。P値と同じく大きくしすぎると
振動的な動きになりますので注意が必要です。I値は偏差の積分×Iｹﾞｲﾝで出力されます。設定はIｹﾞｲﾝを変更するこ
とで行います。

　ｺﾝﾄﾛｰﾗでは安定するまでの応答と、安定後の応答性を別々に設定することも可能です。通常はこの機能は必要あ
りませんが、極端に回転ｲﾅｰｼｬが小さく、レスポンスの良い原動機の測定を行う場合には有効な場合があります。使
用する場合は「安定領域の判断とｹﾞｲﾝ切り替えを行う」にﾁｪｯｸをつけ、それぞれの出力値のｹﾞｲﾝを設定します。

　設定項目は安定と判断する回転速度の幅とIN判断時間、OUT判断の3つです。動力計の速度が安定と判断する幅
の中に、設定したIN判断時間だけ入って場合に安定領域と判断し、P、Iのｹﾞｲﾝを切り替えます。逆にこの幅からOUT
時間だけ外れた場合、元のｹﾞｲﾝに切り替えます。安定後はIｹﾞｲﾝを小さくあるいは0にすることで安定性を向上できる
場合があります。

　制御終了速度は、測定終了時など、目標よりも回転速度が低くなったときに追従制御を終了するための判断回転
速度です。目標回転速度よりも、設定した値だけ低くなった場合に、後述する「ﾌﾟﾘﾛｰﾄﾞ制御」に移行します。

　この数値を低くしすぎると、自動測定などで目標値が切り替わる際や、追従制御中の回転速度の上下動により切り
替えのﾊﾝﾁﾝｸﾞが起こり、回転速度の異常な上下動が発生しますので注意が必要です。
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　「ﾌﾟﾘﾛｰﾄﾞ制御設定」

1 0 -3

　ｺﾝﾄﾛｰﾗによる、ﾌﾟﾘﾛｰﾄﾞ制御設定の詳細についてご説明します。

　右図の赤丸で囲まれた部分が設定項目です。
青色の文字で表示されているのが設定値で、変更
する場合にはこれをｸﾘｯｸすると入力ﾌｫｰﾑが開きま
す。

　速度目標値追従制御では原動機（動力計)の回転
速度が目標値を超える初めて制動が開始され、目
標値に追従するようｺﾝﾄﾛｰﾙされます。すなわち回転
速度が目標値を下回っているようなときには制動ｺｲ
ﾙには出力されず、ほぼ無負荷状態となります。

　このため、原動機の出力やその回転速度上昇が
大きいときには、目標回転速度に安定するまでにそ
れを大きく超える現象が発生します。
　この現象を抑え、安定するまでの時間を短縮する
ため、回転速度が目標値以下の場合にあらかじめ
負荷をかけておく、ﾌﾟﾘﾛｰﾄﾞ制御を行わせることがで
きます。

　ﾌﾟﾘﾛｰﾄﾞ制御には、速度変化率に比例して出力を
制御するものと、あらかじめ設定した速度と出力の
関係に従って出力する制御の2つの種類から選択で

きます。

　速度変化率に比例して制御するものは、目標回転
速度に達するまでの回転の上がりかた、すなわちｽﾛｯ
ﾄﾙの開け方にあわせてあらかじめ制動をするもので
す。軽負荷では小さく、高負荷では大きく制動させて
おくことができます。
　設定する項目は、速度変化と制動ｺｲﾙへの出力の
間の比例ｹﾞｲﾝと、任意の変化率までは制動させない
ようにする足切りの設定です。（右図上側の赤丸内）
　速度変化は低負荷では振動的になるため、足切り
の設定を低くしすぎると、ﾌﾟﾘﾛｰﾄﾞ制御が振動的にな
るため、注意が必要です。

　速度に比例で制御するものは目標回転速度点で出力させる制動ｺｲﾙ出力とそのから任意の速度だけ低いところで
出力させる出力（通常は0%の位置）をﾃｰﾌﾞﾙにします。（右図下の赤丸内)たとえば、目標が1000rpmで7000rpmで出
力0％から出力を直線的に立ち上げ、1000rpmでは50％にしておくというようなことができます。速度変化率を使うもの

に比べて、出力を確定させることができますので安定して制動させることができますが、いかなる原動機負荷において
も回転速度が同じであれば同じ制動をかけるため、ｽﾛｯﾄﾙの開け方を変化させた場合には、ﾌﾟﾘﾛｰﾄﾞが足りなかったり、
大きすぎたりする場合があります。そのためこの設定はｽﾛｯﾄﾙ開度（負荷のかけ方）を一定にした試験などでは有効
です。なお目標位置での出力値が高すぎると、原動機の回転速度が上がらず目標追従に移らなくなる場合もあります
ので注意が必要です。

　なお、ﾌﾟﾘﾛｰﾄﾞ制御は無効にすることも可能です。
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　「手動制御設定」

1 0 -4

　手動制御設定の詳細についてご説明します。

　通常、速度目標値追従制御で目標の速度に調整
できますが、それまで測定していた原動機と大きく出
力や応答性の異なる原動機を測定する場合には、
前記の様にPI値の設定を変更が必要な場合があり
ます。その場合にこの制御を用いて設定値のあたり
をつけることや、追従制御ではどうしても安定させる
ことができない場合にこの方法で測定を行うことも可
能です。

　手動制御では回転速度で出力を決定する方式のﾌﾟ
ﾘﾛｰﾄﾞ制御と同じような働きをします。異なるのは、目
標値追従の制御に移行しないことです。

　設定は、まずﾀﾞｲｱﾙ指示位置での出力値、そこか
ら任意の回転速度下から出力を開始する設定、そ
のときの（開始時の）出力値を設定します。原動機が
開始回転速度を超えると制動コイルへの出力は、開
始回転速度の出力設定、ﾀﾞｲｱﾙ指示位置での出力
設定の2点を結ぶ直線上の変化をします。ﾀﾞｲｱﾙ指
示位置を越えると100%まで直線の延長上を変化しま
す。つまり設定した傾きの直線にしたがって、コイル
出力を行うようになりますので、原動機の出力がつ
りあうところで回転速度が安定します。

　たとえばﾀﾞｲｱﾙ指示位置で50%そこから4000rpm低
い位置で10％と設定すると、ﾀﾞｲｱﾙ指示が10000rpm
の時には7000rpmで10%の出力が始まり、ちょうど30%
の位置でﾄﾙｸとつりあうとすると8000rpmで安定する
ことになります。

　設定する項目は青色の文字で表示されています。
これをｸﾘｯｸすると、入力ﾌｫｰﾑが開きます。

　回転速度当りの出力変化（すなわち傾き）を大きく
しすぎると、制御系の応答遅れが原因となり、制御
が不安定に振動することがあります。ここでも適当な
応答性を確保できる程度の設定にすることが重要で
す。

　ここでの調整値を目標値追従制御に反映させるこ
とができます。

　P値の制御では偏差×Pｹﾞｲﾝの値が12800の時に
制動ｺｲﾙ出力が100%になるので、この手動制御で
100%になるのに必要な回転速度の幅で12800を割る
とPｹﾞｲﾝと等価になります。

　P値を変化させるときには同じ比率でI値を変化さ
せると調整がしやすいと思います。
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